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１．利用者の皆様へ                           

当社スキー場の索道事業に対して、日頃のご利用に感謝を申し上げるとともに

安全なご利用にご理解をいただいておりますことにお礼を申し上げます。 

  当社は、安全の基本理念、安全方針に基づき、「安全が最大のサービス」を合言

葉とし、法令遵守を基本に安全輸送に最大限に努めております。 

   

  2025～2026 年シーズンもおかげさまで多数のお客様にご来場いただき、無事終

了いたしましたことをご報告いたします。 

来るシーズンにつきましてもご来場いただくお客様が安心してご利用いただけ

るよう、全社一丸となって輸送の安全確保に努める所存でございます。 

    

本報告書は鉄道事業法に基づき、輸送の安全確保のための取組や安全の実態に

ついて、自ら振り返るとともに広くご理解いただくために公表するものです。皆様

からの声をさらなる輸送の安全に役立てたく、積極的なご意見を頂戴できれば幸

いです。 

 

                       令和 8 年 6 月 30 日 

株式会社札幌リゾート開発公社（Fu’s snow area） 

代表取締役社長 熊谷 淳 

 

 

 

２．輸送の安全を確保するための方針と目標                

(１)   社長及び役員は、安全第一の意識をもって事業活動を行える体制の整備に

努めるとともに、索道施設及び職員を総合活用して輸送の安全を確保するた

めの管理の方針その他事業活動に関する基本的な方針を次項に定め、安全の

確保に関する業務の実施状況を踏まえ、必要に応じて見直します。 

(２)   社長、役員及び職員の安全に係る行動規範（安全の基本理念、安全方針）は、

次のとおりとします。 

① 一致団結して輸送の安全確保に努めます。 

②  輸送の安全に関する法令及び関連する規定をよく理解するとともにこ

れを遵守し、厳正、忠実に職務を遂行します。 

③  常に輸送の安全に関する状況を理解するよう努めます。 

④  職務の遂行にあたり、推測に頼らず確認の励行に努め、疑義があると

きは最も安全な対応をします。 

⑤  事故・災害等が発生したときは、人命救助を最優先に行動し、すみやか

に安全適切な処置をとります。 

⑥  情報は漏れなく迅速、正確に伝え、透明性を確保します。 

⑦  常に問題意識を持ち、安全確保の向上と研究に積極的に取り組みます。 

(３)  安全目標 

輸送の安全を確保するために安全目標を定め、お客様の安全確保はもとよ

り従業員の安全確保にも努めております。 

 

 

 



≪2025～2026 目標≫ 

区分 項目 内容 

目標 

労災・人身事故ゼロの達成 
・ヒヤリハット事例の収集分析 

・危険予知訓練の定期実施 

設備不具合による事故ゼロの達成 
・各種点検の正確実施 

・自然災害未然防止対策 

 

３．輸送の安全の確保に関する組織体制                   

(１)  社長は、輸送の安全の確保に関する最終的な責任を負います。 

(２)  社長及び役員は、輸送の安全を確保するための索道事業の実施及び管理の体

制を整備するとともに、索道事業の実施及び管理の方法を定めます。 

(３)  社長及び役員は、索道事業の遂行に際し、設備、運行、要員、投資、予算そ

の他の必要な計画の策定において、必要な責任者に対し、安全性及び実現可能

性の観点から検証を行わせます。 

(４)  社長及び役員は、輸送の安全を確保するため、索道事業の実施及び管理の状

況を把握し、必要な改善を行います。 

(５)  社長及び役員は、輸送の安全確保に関する改善施策の決定に際しては、安全

統括管理者がその職務を行う上での意見を尊重します。 

(６)  社長及び役員は、事故、事故のおそれのある事態、災害その他輸送の安全確

保に支障を及ぼすおそれのある事態の規模や内容等に応じ、事故対策本部の設

置や責任者、対応方法その他必要な事項を、社員等に周知し、徹底します。 

(７)  当社の索道事業における安全確保に関する体制は、下図のとおりとし、各々

の責任者の役割及び権限は、次に掲げるとおりです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

代表取締役社長・役員 

安全統括管理者 
索道事業の輸送の安全確保に関する業務を統括する 

索道技術管理者 
安全統括管理者の指揮の下、索道の運行管理・索道施設の保守管理・ 

その他の技術上の事項に関する業務を統括する 

索道技術管理員               
索道技術管理者の指揮の下、その職務を補佐します 



４．輸送の安全の確保に関する取組み                   

(１) 緊急時の対応訓練 

シーズン前に事故発生時における対応を定めた「救助訓練要領」に基づき救

助訓練・予備原動切替訓練を実施いたしました。また、シーズン中にも必要に

応じ同様の訓練を実施し、緊急時の対応に備えました。 

救助訓練は場内のリフトにおいて、12 月 5 日～12 月 7 日の期間中、延べ 2

日間にわたり実施しました。予備原動切替訓練は 12 月 1 日～3 月 31 日の期

間中、延べ 10 日間実施しました。 

 

救助訓練の様子（通常救助訓練） 

     

(２) 人材教育 

①  シーズン営業開始前に、索道担当全従業員を対象とした社内研修を実

施しました。（12 月 5 日～7 日） 

 

② 各種講習会・研修会への参加 

索道管理者基礎講習会（北海道索道協会主催） 全 3 回・延べ 3 名参加 

索道技術管理者研修会（北海道運輸局主催） 1 名参加 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



(３) 安全のための投資と支出 

①  当施設の索道施設は札幌市が所有していることから、当社では、索道整

備細則に定める交換・更新周期を踏まえ、大規模な更新や修繕が必要とな

る設備について、事前に札幌市へ報告しております。 

 また、日常点検や定期検査等で確認した設備状況についても随時共有し、

札幌市と連携しながら計画的な設備更新及び安全確保に努めております。 

 

②  日常的な保守整備については、当社において索道整備細則に基づき、点

検、給油、作動油・オイル類の交換、消耗部品類の交換等を実施し、安全

な運行に必要な設備の維持管理に努めております。 

 

③ 今期実施の主要整備 

 第 1 ペアリフト 

電気高圧部：絶縁抵抗測定、接地抵抗測定、リレー試験（外注） 

非常・常用制動装置 作動油交換 

支柱索受装置 各所点検及び給油 

原動・終端滑車ベアリング 各部点検及び給油 

原動設備 各部点検及び給油 

減速機オイル及び緊張油圧ユニット オイル交換 等 

 

 第1ロマンスリフト 

電気高圧部：絶縁抵抗測定、接地抵抗測定、リレー試験（外注） 

減速機 オイル交換 

非常・常用制動装置 作動油交換 

支柱索受装置 各部点検及び給油 

原動・終端滑車ベアリング 各部点検及び給油 

原動設備 各部点検及び給油 等 

 

 第2ロマンスリフト 

令和7年度は、札幌市発注により、第2ロマンスリフトの架け替え

工事を実施しました。 

 架け替えによる索道施設の更新に伴い、当社では新設備に対応し

た整備細則及び運転細則を定め、法令に基づく竣工検査等により安

全性を確認したうえで運行を開始しました。 

 また、運行開始後は新設設備の初期段階における不具合の発生状

況にも注視し、運行に支障のない範囲で確認された無線停止装置の

不具合については、速やかに札幌市へ報告するとともに、メーカー

による点検・調整を行い、安全確保を図りました。 

 

④  その他の整備につきましても、当社の整備細則に基づき、各部の給油

や消耗部品類等の交換を実施しました。 

 

 

 

 

 

 



５．点検及び検査について                        

(１)  索道運転細則に基づき、毎日、始業点検及び試運転を実施し、安全運行に支

障がないことを確認後、営業運転を行っています。また、運行中においては索

道技術管理者及び索道技術管理員による安全確認を実施し、安全確保に努め

ております。 

(２) 索道整備細則に基づき、始業検査・1 か月検査・12 か月検査・臨時検査・基

準適合確認検査を実施し、異常がないことを確認しております。 

 

６．索道事故及びインシデントについて                  

安全目標に掲げている索道に関する「労災・人身事故のゼロ達成」及び「設備不

具合による事故のゼロ達成」については、いずれも達成することができました。 

発生状況等の詳細は、以下のとおりです。 

(１) 索道事故の発生状況 

索道運転事故等の発生はありませんでした。 

(２) インシデント（事故の兆候）の発生状況 

インシデントの発生はありませんでした。 

(３) 行政指導について 

令和 7 年度の行政指導はありませんでした。 

 

 

７． お客様へのお願い                           

（１） スキー・スノーボードを安全に楽しんでいただくためのゲレンデルール（札

幌市藤野野外スポーツ交流施設利用約款）、リフト運送約款などがございます。 

（２） ルールとマナーを守り、安全にお楽しみください。 

※詳細については、以下の項目をご確認ください。 

 札幌市藤野野外スポーツ交流施設利用約款 

 リフト運送約款 

 ゲレンデ滑走可能用具について 

 スノースポーツ安全基準 

 

８．ご連絡先                               

安全報告書へのご感想、当社への安全への取組に対するご意見をお寄せください。 

 

〒061-2301 

札幌市南区定山渓９３７番地先 

株式会社 札幌リゾート開発公社  

TEL：011-598-4511 

FAX：011-598-3356 

安全統括管理者 若山 昌章 

https://www.fujino-yagai-sports.jp/fus/wp-content/uploads/2024/12/kouryuyakkan.pdf
https://www.fujino-yagai-sports.jp/winter/safety
https://www.sapporo-kokusai.jp/criteria/
https://www.fujino-yagai-sports.jp/fus/wp-content/themes/fus/img/winter/pdf/sportssafety.pdf

